
令和２年度 学校評価(自己評価)【２学期】 

作成：令和２年１２月２４日 

                         (小６０） 鹿児島市立東谷山小学校 

１ 学校の重点目標 

〇 基礎学力の確実な定着と学ぶ喜びや楽しさを味わう授業の推進 

（「東谷山小授業のスタンダード」に基づく質の高い学びの実践） 

〇 一人一人の「よさ」を認め，高め合う生徒指導の推進 

（一校一改革「５あ活動を５あ自慢に」の具体的な実践，いじめ・不登校の未然防止と早期発見・早期対応） 

〇 健康管理の徹底と児童が自ら運動に取り組む指導法の改善 

（むし歯治療率80％，新型コロナウイルス感染症予防対策，一校一運動「ヒガタニサスケ」の充実） 

２ 課題と改善策 

※ポイントは４段階評価の平均値   

評価項目と評価結果の要点（職員） 改善の方策 

＜①特色を生かした教育の創造＞ ３．１ 

○ １学期分の授業時数の確保が質・量ともに予定通

りなされた。 

 

 

△ 地域素材の教材化，人材活用，体験活動等の効果

的な編成，実施はもう少しであった。 

 

・ 新型コロナウイルス感染症対応があるが，計画通

りの授業ができるよう，今後も予定の授業時数確保，

同時に業務改善を図りながら，ゆとりある教材研究

の時間確保に努める。 

・ 学校支援ボランティアコーディネーターから, 職 

員に対して呼びかけや広報紙を配布していただいて

いる。今後も効果的な活用例等を紹介していく。 

＜②学力の向上＞        ２．９    

○ 学習内容の定着・補充を図れるよう家庭学習の課

題の出し方を工夫している。 

△ ペアやグループ活動，全体で練り上げるなど全員

が発表したり，表現したりする場を意図的につくっ

ているか。 

 

・ 家庭学習は，学年で共通課題を意図的・計画的に

出し，見届けを行っている。 

・ 夏季休業中（学校評価後）にＮＲＴの分析を行い， 

各学年の実態に基づき「補充できる単元・題材」の

共同研究を実施した。２学期以降の授業改善・個別

指導を行い，アンダーアチーバーの解消に努める。 

＜③特別支援教育の充実＞    ２．９ 

○ 校内支援体制の整備充実は図られてきている。 

 

 

△ 保護者・地域への啓発活動が不十分である。 

 

・ コーディネーターを中心に校内支援体制が整って

いる。特別支援教育校内委員会で就学相談が必要な

児童の経過・検討等の共通理解を図っている。 

・ 昨年度，新一年保護者に特別支援教育の説明を実 

施した。本年度はコロナ渦で難しいが，今後，外部

講師による発達障害に関する講演を行うなどして，

啓発を進めていきたい。 

＜④道徳教育の充実・感性を育む＞３．０ 

○ いじめや不登校，問題行動の早期発見・早期対応

ができている。 
 

△ 「５あ活動」（あいさつ・あつまり・あるきかた

あそび・あとしまつ）の学年に応じた具体的な取

組がまだ不十分である。 

 

・ 月１回の「いじめについて考える日」の取組（全校 

放送，アンケート等）や不登校，問題行動について

チームによる対応，関係機関との連携を図っている。 

・ ２学期の重点取組として，「先手あいさつ」に取り 

 組んでいる。自己申告書に５あ活動の一事徹底事項 

を明記し，取り組ませている。  

＜⑤人権感覚を磨く＞      ３．０ 

○ 「いじめについて考える日」や「人権旬間」等の

取組の充実が図られた。 

△ 人権教育に関わる家庭・地域への広報及び連携が

もう少しである。 

 

・ 全児童で人権標語づくり，アンケートの実施など，

取組の充実が図られている。 

・ 学校だより５月号で校内人権旬間の取組内容や児 

童の日記を紹介した。２回目の取組についても広報

に努める。新型コロナウイルス感染症に関する差別

問題について，プリントを配布し連携を図っている。 

＜⑥健康教育の充実＞      ２．９ 

○ 児童の健康状況の把握はできている。 
 

 

 

・ 新型コロナウイルス感染症対策の一環として，検温 

カードの活用を図っている。今後も家庭と連携した

新しい生活様式の習慣化を図っていく。  



△ 児童が自ら運動に取り組む指導法の改善を図る必 

要がある。 

・ 一校一運動「ヒガタニサスケ」（固定運動施設の活 

用）を授業の導入等で可能な時に取り入れていく。 

＜⑦安全安心の徹底＞      ２．８ 

○ 安全点検や安全に関わる訓練等は充実し，安全対

策は概ね図られている。 

 

△ 児童の危険予知能力の育成が不十分である。 

 

・ 月１回の安全点検の実施→実施後の確認→修繕計 

 画・依頼→修繕作業のサイクルを継続することで，

安全管理を徹底している。  

・ 生徒指導共通理解事項を作成し，共通指導を行っ

ているが，決まりを守れば防げるはずの怪我が多い。

委員会活動等で児童に取組を考えさせることで，気

を付けていこうとする意識を高めさせていく。 

＜⑧自覚ある信頼される教師＞  ３．１ 

○ 服務に関する研修や指導は概ね充実している。 

 

 

△ 業務改善を意識した取組は，今後も継続していく。 

 

・ 「不祥事根絶をめざして」を使用し，個人情報の

取り扱い，交通法規の順守について，ケーススタデ

ィを行った。 

・ 「業務改善チャレンジ８」を年度当初に提示し，

一人一改善について面談で確認している。業務改善

については，自らの改善を意識するとともに，放課

後の時間を確保するための工夫を図る。 

＜⑨開かれた学校＞       ２．９ 

○ 学校評議員，校区コミュニティ協議会，あいご会，

民生委員，学校支援ボランティア等との連携はよく

図られている。 

△ 地域行事等への参加協力を呼びかける。 

 

・ 校長室だより，学校だより６月号で学校評議員会の 

報告をした。今後も関係団体と情報を共有し，連携 

・協力していくことが大切である。 

・ 本年度は行事がほとんど中止となっているが，学校 

は地域のコミュニティセンターとして協力していき

たい。 
 

３ ３学期の学校経営 

（１）基礎学力の確かな定着 

  〇 基本的な学習のしつけを徹底する。 

   ・ 学習用具の準備は，必ず前日に済ませる。 

   ・ 話を最後までしっかり聞く。 

  〇 自分の考えをしっかりとまとめ，はっきりと表現する。 

  〇 １単位時間の学習を振り返る時間を確保する。 

  〇 家庭学習を確保する。     

（２）落ち着いた生活態度の育成 

  〇 読書量を確保する。 

   ・ たっぷり１００冊，じっくり５０冊 

  〇 「５あ活動を５あ自慢に！」を具体的に実践する。（一校一改革） 

  〇 歩き方～廊下・階段は右側を静かに歩く。（特に雨天時） 

  〇 学級自慢を何か一つ決める。 

  〇 掃除を徹底する。 

  〇 言葉遣いに気を付ける。 

  〇 「キラリの木」を満開にする。 

（３）健康で安全な生活の推進 

  〇 容疑指導を徹底する。はちつぼね 

  〇 体育の導入等でヒガタニサスケを実践する。（一校一運動） 

  〇 歩育５００m(現在89.4％) ⇒９５％以上 

  〇 むし歯の治療率(現在75.4％) ⇒８０％以上 

    〇 ヘルメットの着用率(現在92.0％) ⇒100％ 

 


